
名古屋大学・情報学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３９０１

基盤研究(B)（特設分野研究）

2019～2017

紛争と協力の文化進化的基盤に関する学際的研究

Interdisciplinary study on cultural-evolutional bases of conflict and 
cooperation

９０２２１８３７研究者番号：

大平　英樹（Ohira, Hideki）

研究期間：

１７ＫＴ０００１

年 月 日現在  ２   ６ ２０

円    14,400,000

研究成果の概要（和文）：　文化的集団淘汰仮説は、人類史における集団間の争いが人間の協力性を発達させた
と主張する。本研究はこの仮説を多様なアプローチにより検討し、次のような知見を得た。１．他者への同調と
規範遵守の傾向はリスク忌避傾向と関連することを示し、その神経基盤を明らかにした。２．集団間の社会的ジ
レンマを検討する実験課題を開発し、日本人における内集団ひいきと外集団嫌悪が社会性に媒介されていること
を示した。また、その神経基盤を検討した。３．ヒトに近い野生ヒヒにGPSを装着して観察研究を行い、群れ間
の協力の進化的要因を検討した。４．コンピュータ・シミュレーションにより、他者への協力と攻撃の要因を理
論的に検討した。

研究成果の概要（英文）：The cultural group selection hypothesis argues that conflicts between groups
 in human history developed cooperative tendency in humans. We examined this hypothesis through 
various approaches and acquired the following findings: 1. We indicated that tendencies of social 
conformity and norm-dependence are related to a tendency of risk avoidance. Additionally we showed 
neural bases of the psychological traits. 2. We developed an experimental task which can examine 
inter-group social dilemma, and showed that ingroup-love and outgroup-hate in Japanese population 
are mediated by a trait of sociality. In addition, we expolred neural bases of this phenomenon. 3. 
We explored evolutional factors of inter-group cooperation through observation studies of groups of 
animal baboons by GPS. 4. We theoretically examined cooperation to others and aggression to others 
by using computer simulation.  

研究分野：生理心理学、認知神経科学

キーワード： 集団間葛藤　協力　進化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年、国際社会は、自国第一主義と排外的傾向の高まりにより分断化が進んでいる。また、COVID-19の蔓延に
より同調圧力が高まる一方で、自分たちと異なる他者を怖れ攻撃する風潮が目立っている。現代社会では、まさ
に自己が所属する集団への協力とそれ以外の外集団への対立という図式が際立っていると言えるだろう。このよ
うな状況において、人間がなぜ葛藤と協力という2面性を持つのか、それはどのような時に、どのようなメカニ
ズムにより顕著化するのかを解明することは喫緊の課題である。本研究は多用な立場と手法により、この困難な
問題に実証的にアプローチし得たという点で、大きな学術的・社会的意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）紛争と協力に関する研究の意義 
 人間は他の動物に比べて協力的であり、しばしば自己の利益を犠牲にしてさえも利他的な行
動を示す。一方で、人類史は戦争の歴史でもある。人間以外の動物は本来暴力的ではない。霊長
類は劣位集団が優位集団を恐れて避けることで暴力を回避し、ほ乳類の種内暴力による平均致
死率はわずか 2％と小さい。霊長類や、先史時代の人間における種内暴力致死率はほぼ同等だと
推定されていることから、有史以降に人間が際立って暴力的になったという主張もある。 
人間の協力性と暴力性という性質は一見矛盾するように思えるが、両者は共に進化してきた
と考えることもできる。社会心理学では、集団間葛藤がある事態では、自分が所属する集団への
協力行動が促進され、それが集団間葛藤をより激化するという知見が古くから報告されている
（Sherif & Hovland, 1961）。ただし、集団間葛藤があっても「ただ乗り」をしようとする誘因
は常に存在する。例えば、戦時中にも私腹を肥やす個人は少なからず存在した。他者に協力をさ
せ、自分は協力せずに利益だけを享受する個人は、生存する上ではより有利になる。これを放置
すれば、集団はすぐに非協力者で占められることとなり、人間の協力性は崩壊したはずである。 
進化研究において関心を集めている文化的集団淘汰（cultural group selection）仮説は、人間
社会における協力の成立と維持を文化進化の観点から説明する（Boyd & Richerson, 2009）。文
化進化は、遺伝によらずに、学習や伝達によって文化が形成されるとする考え方である。文化的
集団淘汰仮説によると、協力は人間が多数者へ強く同調する性質によって支えられると主張す
る。つまり、協力的な個人が多い集団はより協力的になり、非協力的な個人が多い集団はより非
協力的になっていくと予測される。集団間に葛藤が生じれば、協力的集団の方が有利であること
から、非協力的集団は次第に淘汰され、人間社会全体が協力的になってきたと説明できる。 
（２）協力には集団間葛藤が必要なのか 
集団間葛藤に関する社会心理学的研究や文化的集団淘汰仮説に依拠すれば、人間の協力性が
発達したのは集団間の争いに勝つためであったことになる。一方で、人間は集団間葛藤が無くと
も、本性的に協力的な性質を持つという主張がある。後者を支持する傍証として、感情や社会性
に関わる脳部位の賦活が平等/不平等に敏感であることがあげられる（e.g. Fehr & Schmidt, 
1999）。この問題に関連して代表研究者らは、平成 24-27年度科研費・基盤研究（A）「正義観の
心理・神経・生理・進化的基盤」（代表：大平）では、（1)不平等な利益分配が感情の中枢である
扁桃体（amygdala）と価値評価を担う腹側線条体（ventral striatum）を賦活させ、（2）不平等
な分配をされた他者への共感によって、心拍（heart rate: HR）や皮膚電位反応（skin conductance 
response: SCR）などの交感神経系活動が顕著になり、(3)不平等な利益分配をした他者を罰しよ
うとする傾向が内集団で厳しい、ことを明らかにした。また、平成 27、28年度サントリー文化
財団研究助成「21世紀の「他者」理解：文化的集団淘汰仮説の検証を通じた新たな思想の構築」
（代表：大平）では、文化的集団淘汰仮説を理論的に吟味し、その妥当性と制約を検討してきた。 
 
２．研究の目的 
上記に述べたように、これまでの紛争と協力に関する研究は多くの興味深い知見をもたらし
てきたが、人間の協力性に関する以下の 3 つの根源的な問いへの回答は、研究開始当初には未
だ与えられていなかった。(１)人間社会において協力が成立するためには、集団間葛藤が必須で
あるのか、(２)集団間葛藤が無くとも協力が成立するならば、そのために必要な要件は何か、(３) 
(１)、（２）の要件の下で、個人はどのような過程により協力をするか否かの意思決定を行うのか  
 そこで本研究の目的は、人間の協力性が成立する要件について、心理学、認知神経科学、生物
人類学、構成論的アプローチという多様な方法により検証することであった。具体的には、研究
は下記の３つの研究を推進した。 
(１) 心理学・認知科学からの実験的研究 
集団への協力と利己的な利益追求とが相克する社会的ジレンマ・ゲームを課題として用い、社
会性やリスク選好、集団間葛藤の存在、などの要因を考慮し、個々のプレイヤーが協力を志向す
るようになるための要件を探索する。また、個人が協力を志向する意思決定を行うメカニズムを
脳機能の観点から解明することを目指した。 
(２)フィールド研究 
人間が広範な協力的な性質を形成する進化的要因を考究するために、ホモ・サピエンスが直立
二足歩行の完成、大脳化、道具使用などを獲得した環境であるサバンナにその当時から生息して
いるケニアのヒヒを対象として、平和的な資源利用の進化的萌芽を観察研究により考察した。 
(３)構成論的アプローチ 
個人レベルの行動をルールとして設定したエージェント・ベースド・モデル（agent-based 

model）を作成し、集団が協力を創発するメカニズムを構成論的アプローチの観点から検討した。 
 
３．研究の方法 
（１）心理学・認知科学からの実験的研究 
A. 研究１：リスク選好と規範遵守傾向 
 代表研究者の先行研究において、他者への協力は、協力しないことでの評判の低下などのリス
クを回避する動機による可能性が示唆されていた（大平、2019）。研究１は、この可能性と、そ
の神経基盤を検討することを目的とした。参加者に、リスクを含んだ意思決定課題を遂行しても



らい、リスク選好・リスク忌避の傾向を調べた（図１）。この課題では、確実に得られる低額の
報酬と、ギャンブルで得られる高額の報酬を学習した上で選択する。その後、同じ参加者に社会
的規範を学習する課題を遂行してもらった。この課題では、架空の社会 Aから社会 Bに移動し
たと想定し、新たな行動規範（Aはすべきである・Bはすべきでない）を選択とフィードバック
により学習することが求められた。どちらの学習も強化学習モデルにより数理的に表現され、そ
こでの学習率（learning rate：1 回の経験による学習速度を反映する）、逆温度（inverse 
temperature：選択のランダムさを反映する）、さらにリスク意思決定課題では主観的価値
（subjective value：リスクを選好する度合いを反映する）という各パラメータを個人ごとの選
択データから推定した。両課題における行動、及びパラメータの相関を分析し、リスク選好と規
範の学習の間に関連があるかを検討した。 
         A                               B 

 
図１ リスク意思決定課題 

 
 また、脳内の神経伝達物質の濃度を測定できる磁気共鳴スペクトロスコピー（Magnetic 
Resonance Spectroscopy: MRS）と脳内の大規模なネットワークの機能を推定できる安静時機能的
磁気共鳴画像法（resting state functional magnetic resonance imaging: rsfMRI）により、リスク選好
と規範の学習に共通する神経基盤を探索した。MRS においては、島皮質と線条体を関心領域と
し、そこにおける興奮性の伝達物質であるグルタミン酸と抑制性物質である GABA の濃度を推
定した。rsfMRIにおいては、島皮質、線条体、に加え、OFC、ACC、扁桃体のそれぞれ左右両側
を関心領域とし、エネルギー地形分析により脳機能のダイナミクスを推定した。 
B.研究２：集団間社会的ジレンマ課題による研究 
 研究 2 では、集団間社会的ジレンマ‐差異最大化ゲーム（Intergroup Prisoner’s Dilemma-
Maximizing Differences Game: Halevy et al., 2008）を用いて、いわゆる「偏狭な利他性」の
要因を検討した。この課題では、２つの集団に属する複数の参加者が、次の３つの選択肢へ自己
の持ち金を自由に割り当てる。①Keep：割り当てられた金額がそのまま手に入る（非協力）、②
Within group pool：プールへ一定金額を拠出。運用結果が全員に均等分配される（集団内協力）：
公共財ゲームと同じような構造、③Between group pool：プールへ一定金額を拠出。運用結果が
内集団成員に均等分配されると共に、外集団成員から同額が減らされる（集団内協力＋集団間攻
撃）。この課題では、Between group poolを選択しても参加者自身や自身が属する集団には何の
利益もない。それにも関わらずこの選択肢に資金を割り当てるのは、他集団への純粋な攻撃であ
ると解釈される。この意思決定を導く心理的要因を探索するために、うつ、特性不安、社会性、
共感性などの特性を測定した。 
 また、この研究でも偏狭な利他性に関わる神経基盤を探索するために、研究１と同様な方法に
より神経画像を撮像した。ただし、MRSにおいては線条体と背外側前頭前皮質（DLPFC）を関
心領域とした。これは、集団内の協力に DLPFCが深く関わる意思決定のモデルベース方略が関
与するという報告を考慮してのことである（Christopoulos et al., 2017）。 
(２)フィールド研究 
A.研究３：瞬目を指標としたヒヒ群れの研究 
 ヒヒは群れで行動するが、一般に群れ前方に位置する個体は被捕食圧が高い。こうしたリスク
の高い個体では、警戒レベルが高いと考えられる。本研究では、この警戒レベルを反映する指標
として、瞬目頻度、目を開けている持続時間をヒヒ群れのビデオ映像より計測した。その瞬目行
動の差異を性別、年齢、群れ内位置などの要因から分析した。 
B.研究４：GSPを用いたヒヒ群れ間の協力に関する研究 
群生の野生動物では、他の群れは競争相手であり、ヒヒもその例外ではない。しかしヒヒでは、
宿営地や餌場の共有など集団間で協力を行うこともある。そこでヒヒにおける集団間協力の要
因を探索するために、複数のヒヒ群れの数個体に GPSを装着し、数か月にわたりその移動軌跡
を追跡することで、集団間ダイナミクスを抽出しようとした。GPSデータは地図上に可視化し、
さらにその特性を数理モデル化してダイナミクスの原理の検討を試みた。 
(３)構成論的アプローチ 
 コンピュータ内に個人や個体を模したエージェントを設け、ある行動アルゴリズムを与えた
上でその微視的・巨視的振る舞いを観察するモデルを、エージェント・ベースド・モデルと呼ぶ。 



A.研究５：社会的ジレンマ・ゲームのモデル 
 1000～10000 のエージェントが近傍のエージェントと「囚人のジレンマ・ゲーム」を連続的
に行うモデルを構築し、協力的な集団が形成されうるかをシミュレーションにより検討した。 
B.研究６：社会的ジレンマ・ゲームに強化学習モデルを組み込んだモデル 
 各エージェントに、強化学習モデルを組み込んだ。各エージェントは、自分が協力し、他者か
らも協力した場合に、それを報酬として他者への信頼を増すアルゴリズムを実装されていた。こ
のエージェントを用いて、協力的な集団が形成されうるかをシミュレーションにより検討した。 
 
４．研究成果 
（１）心理学・認知科学からの実験的研究 
A.研究１：リスク選好と規範遵守傾向 
 30 人の参加者が、上記の方法による神経画像の撮像を受けた後、リスクを含む意思決定課題
と規範の学習課題を遂行した。表 1Aに示すように、島皮質のグルタミン酸濃度（この部位の活
性化を反映）は、規範の学習における逆温度と有意な正の相関を示した。これは、島皮質の活動
水準が高い程、その時点で少しでも規範にかなうと学習された行動が選択されやすいことを意
味する。また、島皮質の活動水準は、独裁者ゲームにおける金銭の提供、つまり協力行動とも有
意な正の相関を示した。島皮質の活動がリスク評価と関連が深いことから、これらの協力的な態
度は、リスクを冒したくない心理傾向に媒介されている可能性が示唆された。一方、規範の遵守
と基礎的なリスク選好との相関はそれ程高くないことから（表 1B）、島皮質は基礎的なリスク選
好と規範遵守を独立に規定している可能性が示された。また、rsfMRI（エネルギー地形解析）
のデータは規範遵守と相関を示さなかったので、島皮質の活動がそれ単独で規範遵守的態度を
導いている可能性が示唆された。この成果は、現在論文として投稿すべく準備中である。 
 

表１ 神経伝達物質と規範遵守の相関、リスク意思決定と規範遵守の相関 
A                    B 

 
B. 研究２：集団間社会的ジレンマ課題による研究 
 47名の日本人参加者での実験の結果、利己的なKeep選択肢への持ち金の割り当てに続いて、
他集団を攻撃する Between選択肢への割り当てが多かった（図２）。欧米でこの課題を用いた先
行研究では、同じ条件下では Between選択肢への割り当てはほとんど見られない。この相違を
検討するために、同時に測定した心理的特性について相関を分析した。その結果、内集団を重視
する程度（社会性）が、keepした額と負の相関を(r = -.58, p < .01)、betweenへの拠出額と正
の相関を示した(r = .62, p < .01)。一方、withinへの拠出額とは相関がみられなかった。この結
果は、内集団の価値を重要視している参加者ほど、直接的な自己利益には結び付かなくても、外
集団攻撃を選ぶことを示唆している。外集団を攻撃し、内集団との協力を際立たせることが、人
間の報酬系を働かせる何等かの仕組みがあるのかもしれない。いずれにしても、これは人間の協
力性について大きな示唆を与える成果である（齋藤・大平, 2019）。 

図２ 集団間社会的ジレンマ課題における参加者の金銭割り当て額 
 神経画像研究は、20 名の参加者のデータを収集した後、新型コロナウイルス感染症の拡大の
影響により中断を余儀なくされた。状況が改善次第、残り 20名のデータを追加する。得られた
データで予備的な解析を行ったところ、DLPFC のグルタミン酸濃度が Between 選択肢への割
当額と負の相関傾向を示した。これは、自集団への同調性や一種の忠誠心による他集団への攻撃
を抑制するには、熟慮的な認知能力が必要であることを示唆しているのかもしれない。 



(２)フィールド研究 
A. 研究３：瞬目を指標としたヒヒ群れの研究 
 ヒヒ群れでは、若いオス個体と、新しく群れに加入したオス個体において瞬目が少なく、目を 

図３ ヒヒ群れ内の個体配置 
 
開けている時間が有意に長かった。これらの個体は群れの進行方向に位置することが多く（図
３）、被捕食者圧が高い。一方で、これらの個体は群れの進行方向を決定する役割も担っている。
これらの結果は、若いオスや新参のオスでは警戒レベルが高く、自己をある程度犠牲にすること
で群れに受け入れてもらうというトレードオフ戦略を採っている可能性が示唆された。この成
果は、論文として公刊された（Matsumoto-Oda, Okamoto, Takahashi, & Ohira, 2018）。 
B. 研究４：GSPを用いたヒヒ群れ間の協力に関する研究 
 2019年度後期より３つのヒヒ群れの観察を開始した。得られたデータを視察した結果、複数
の群れが時には離れ、時には接して行動をしている様子が明らかになった。ひとつの可能性とし
ては、捕食者の存在など共通の危機がある場合には、集団間の協力が促進されるのかもしれない。
今後、観察を継続し、また得られたデータの数理モデルによる解析をも行ってより深く検討する。 
(３)構成論的アプローチ 
A.研究５：社会的ジレンマ・ゲームのモデル 
 囚人のジレンマを通じて自己利益を最大化することを目指すだけの単純なアルゴリズムを組
み込んだエージェントであっても、それが多数の集団になると、協力的なエージェントのクラス
ターの形成と、少数の裏切り者の混入によるクラスターの崩壊の過程が描出できた。 
B.研究６：社会的ジレンマ・ゲームに強化学習モデルを組み込んだモデル 
 エージェントに、一般的な他者への信頼予測と、1回ごとのプレイに伴うその更新を表現する
強化学習モデルを組み込むことにより、さらに自然な協力的なエージェントのクラスター形成
と、裏切り者から自集団を守るようにしてクラスターを維持する行動が観察された。 
 
 以上より本研究は、協力の成立には、集団間葛藤よりも共通の危機や内在化された社会性が重
要である、その傾向は利己的な報酬最大化と矛盾なく整合する、その傾向は線条体や島皮質など
の脳部位の機能として生物学的にビルト・インされていることを示した。これにより本研究は市
所定の成果を収め、実社会に対しても有益な示唆を与える成果を得たと評価できる。 
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 １．著者名



2018年

2018年

2017年

〔学会発表〕　計25件（うち招待講演　9件／うち国際学会　6件）

2019年

 ２．発表標題

第37回日本生理心理学会大会（招待講演）
 ３．学会等名

大平英樹
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

内受容感覚の予測的処理に基づく感情と意思決定の創発

https://doi.org/10.1037/ipp0000074

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Cooperation and trust in Japanese and British samples: Evidence  from incomplete information
games.

International Perspectives in  Psychology: Research, Practice, Consultation 227-245

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Krockow, E. M., Takezawa, M., Pulford, B. D., Colman, A. M., & Kita, T. 6
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Commitment-enhancing tools in Centipede  games: Evidencing European-Japanese differences in
trust and cooperation.

Judgment and Decision Making 61-72

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Krockow, E. M., Takezawa, M., Pulford, B. D., Colman, A. M., Smithers, S.,  Kita, T., &
Nakawake, Y.
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 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
多人数Web実験における協力 行動と社会的関係性の相互作用の統計的・心理分析

情報処理学会第80回全国大会論文集 361-362

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
伊藤百夏、鈴木麗璽、小寺俊哉、西本恵太、有田隆也 2
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第33回日本人工知能学会（招待講演）

The 14th annual conference of the European Human Behavior and Evolution Association（招待講演）（国際学会）

Risk aversion and prosocial preferences: Psychological adaptations in uncertain natural environments（招待講演）（国際学会）

文化経済学会＜日本＞　2018年度大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大平英樹

Homma, S, & Takezawa, M

Nakata, S, & Takezawa, M

大平英樹

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

価値と意思決定

内受容感覚の予測的符号化と感情の創発

Risk aversion and prosocial preferences: Psychological adaptations in uncertain natural environments

Does teaching promote the cumulative cultural evolution?: Simulations with a computational model of teaching



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本学術会議近畿地区会議学術講演（招待講演）

第11回日本不安症学会学術大会（招待講演）

The 24th International Symposium on Artificial Life and Robotics（国際学会）

日本心理学会第82回大会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

大平英樹

Elhamer, Z., Suzuki, R., & Arita, T.

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大平英樹

大平英樹

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

協力と搾取-認知神経科学的アプローチ-

社会脳から見た公正

内受容感覚の予測的符号化と不安

Emergent patterns of cooperative clusters in a large-scale social particle swarm model.

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第32回人工知能学会全国大会

第22回実験社会科学カンファレンス

第22回実験社会科学カンファレンス

鈴木麗璽・有田隆也

本間祥吾・竹澤正哲

堀田結孝・竹澤正哲・犬飼佳吾・喜多敏正・増田直紀

土田修平・竹澤正哲

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
日本人間行動進化学会第11回大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

強化学習モデルによる協力傾向の個人差の探索的検討

強化学習による（気まぐれな）条件付き協力行動の説明

協力と罰の共進化をもたらす罰に対する感受性に関する理論的検討

連続的な社会相互作用ダイナミクスに対するモデル・実験アプローチ



2018年

2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本社会心理学会第59回大会

日本社会心理学会第59回大会

日本感情心理学会第25回大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大平英樹

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

本間祥吾・竹澤正哲

本間祥吾・竹澤正哲

 ３．学会等名

感情神経科学の25年

強化学習モデルによる協力傾向の個人差の探索的検討

罰の予期は規範の内面化を説明できるか? : 強化学習モデルを用いた実証的検討

強化学習モデルを用いた協力行動の個人差の検討

 １．発表者名
土田修平・中島彩花・堀田結孝・竹澤正哲

 ３．学会等名

日本人間行動進化学会第11回大会



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

行動経済学会（招待講演）

Cultural Evolution Society Conference（国際学会）

日本心理学会第81回大会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

犬飼佳吾

Takezawa, M.;Horita, Y.;Ezaki, T.;Masuda, N.

竹澤正哲

竹澤正哲・高橋伸幸

日本心理学会第81回大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

実験から読み解くヒトと人の社会

What governs behavior in a public goods game: Social preferences or reinforcement learning?

協力行動の計算論モデル：社会的選好と強化学習

群淘汰と協力：ヒトは偏狭な利他主義の軛から逃れられないのか？

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本社会心理学会第58回大会

The 29th annual meetings of the Human Behavior and Evolution Society（国際学会）

17th International Conference on Social Dilemmas（国際学会）

日本社会心理学会第58回大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Tsuchida, S; Takezawa, M

Tsuchida, S; Takezawa, M

土田修平・竹澤正哲

竹澤正哲・堀田結孝・江崎貴裕・犬飼佳吾・喜多敏正・増田直紀

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Conditions for the evolution of punishment and cooperation without relying on cultural group selection.

A minimum set of factors necessary for the punishment and cooperation to evolve without the aid of cultural group selection

罰が進化するための最小要因：行動エラーの影響

協力行動の計算論モデル構築を目指して：気まぐれな条件付き協力と強化学習

 １．発表者名

 ２．発表標題



〔図書〕　計4件

2019年

2019年

2019年

2018年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

昭和堂
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82（担当章）

21（担当章）

38（担当章）

曽我亨･太田至

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

日本学術協力財団

春風社

Kyoto University Press

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

大平英樹

大平英樹

Soga, T.

 ３．書名

社会脳から心を探る　自己と他者をつなぐ社会適応の脳内メカニズム

非在の場を拓くー文学が紡ぐ科学の歴史

Others  : The Evolution of human sociality

遊牧の思想

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名

 １．著者名
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分
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者

松本　晶子
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(80369206)

琉球大学・国際地域創造学部・教授
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研
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者

鈴木　麗璽

(Suzuki Reiji)

(20362296)

名古屋大学・情報学研究科・准教授

(13901)
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者
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(Takezawa Masatetsu)

(10583742)

北海道大学・文学研究院・准教授
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